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【 解  説 】  
前 文 は 、 こ の 条 例 を 制定 す る に あ た っ て の 理 念 や 考 え 方 を明 ら か に す

るもの です。  
      こ の 条 例 を 制 定 す る 契 機 の一 つ と し て、 平 成 １ ２ 年の 地 方 分 権 一 括 法

の 施 行 が あ り ま す 。 国 と 地 方自 治 体の 関 係 が 「 上 下 ・ 主 従 」 か ら 、 「 対

等 ・ 協 力 」 な も の に なり 、 自治 体 とし て こ れま で以 上 に 独 自 の 基 準 や 自

日本 最南 端の 石 垣市 は 、亜 熱帯 気 候 に属し、 四方 を珊瑚 礁 に 囲まれ 、於 茂

登連山 に抱 かれた 自然 豊かな まち です。  

 

 こ の 風 土 は 、感 謝の 心や思 い や り 、進 取の気 性 を 育み、 人と 自然 が 調 和す

る社会 をつ く り、 歴史 と伝統 あ る ま ちと して、 ま た 、清新 な文化 や 優 れ た産

業を生 み出 し、平 和で 活力に 満ち た住みよい まち として 発展 してき まし た 。 

 私 た ち は 、 この まち を心か ら 愛し 、誇りに思 い ま す。そ して 、先 人 の 英知

と努力 によ って今 日の 姿があ るこ とに感 謝し ていま す。  

 

 私 た ち は 、 この ふる さとの 豊 かな 自然を大切 に 守 り育て つつ 、よ り 広 い視

野で社 会を み つめ 、全 ての市 民 が「 石垣 市」に 愛 着 を持ち 、いつ ま で も 住み

続けた くな る 安心 安全 なまち と なる よう に、さ ら に 豊かな まち を築 き 、 未来

へ引き 継ぐ ことを目指 しま す。  

 

 そ の た め に は、 市政 の主権 者 であ る市 民が地 域 の ことを 自ら 考え 、 自 らの

責任の 下に 自 ら行 動し て、こ の 地域 の個 性や財 産 を 生かし た市民 自 治 に よる

まちづ くり を行う こと が必要 です 。 

 

 主 権 者 で あ る私 たち は、ま ち づく りの主体で あ る ことを 強く 認識 し 、 協働

の精神 の下 、 だれ もが まちづ く り に 参画 するこ と に よって 、自 らの 地 域 は自

らの手 で築 いてい こう とする 私た ちのま ちの自治 を推進 しま す。  

 

 よ っ て 、ここ に、自治 の基 本理念 とま ちづ くりの指針 を明ら かに し、市民 、

議会及 び行 政 の役 割な ど、自 治 の定 める 規範と し て 、石垣 市自 治基 本 条 例を

制定し ます。  
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己 責 任 に よ っ て 判 断 す る こ とが 求 めら れ 、 私た ち は お 互 い に 協 力 し 、 尊

重 し合 いなが らま ちづく りを 進めて いく 必要が 出てき まし た。  
        こう した背 景に 対応し なが ら、まち を築き 、守り、発 展させ てき た先人

た ちの 想いを 引き 継ぎ、ま た、次 世代に引 き継い でい くため には 、市民 、

市 長 、 議 員 及 び 職 員 の ４ 者 が、 将 来に わ た っ て 共 有 す べ き 考 え 方 や 役 割

分 担 を 明 確 に し 、 そ れ ぞ れ が責 務 を果 た し 協 力 し て い く こ と が 欠 か せ な

く なって くる ものと考え ます 。  
        そこ で必要 とな るのは 、市 政の 基本的 な制 度や運 営の 仕組み の共 有です 。

さ ら に 、 自 ら の 地 域 を自 ら で治 め て い く と いっ た 意 思を ま ち の 内 外 に 明

ら かにす るこ とによ って 、自治の 意識が高 まって いく ものと 期待 します 。 
        通常 、「 市」と言え ば役 所と議 会を 指しま すが 、こ れから は「市」と言

え ば 、 市 民 も 含 め る も の だ と誰 し もが考 え ら れ る よ う に な る の が 理 想 と

い え ま す 。 そ う な れ ば、 市 民と 行 政に よ る 「 協 働 の ま ち づ く り 」 と い っ

た 現 在 の 考 え 方 も さ ら に 前 進し 、 まち づ く りの 主 役 は 市 民 で あ る と い う

こ とが 明快に なる と考え ます 。  
石 垣 市 に ふ さ わ し い 自 治 の あ り 方 を 考 え る に あ た っ て、 市の 成 り 立 ち

や 特 性 を 第 一 に踏 ま え ま す 。石 垣 市の 都 市 （ ま ち ） と し て の 発展 過 程を

明らか にし 、ま ちの 表情の「 多様 性」とそ こに 集い文 化を 育む人 々の「多

様性」 を石 垣市の 大き な特徴 と捉 えます 。  
以 上 の 石 垣 市 の 特 性 と 条 例 制 定 の 背 景を 踏 ま え 、 目 指す べ き 自 治 の あ

り方に つい て、以 下の視点か ら述 べます 。  
①自治 の主 体確認  

          石垣 市に住 み・ 働き・ 学ぶ多様 な市民 が自 治の主 体で あるこ と。  
②まち づく りの基 本理 念  

          身近 な地域 にお ける住 民自治を 起点と し、地 域に関 わる 多様な 市民 に
よ る協働 を広 げてい くこ と。  

③市民 自治 の実現  
市 議 会 ・ 市 長 に よ る 市 政を 信託 す ると と も に 、 市 民 自 ら も地 域 に 参

加・ 協働 するこ と。  
④地域 社会 の将来 展望  

          豊か な地域 社会 を継承 していく こと。そ うし た想い を実 現して いく た
め に も 、 市 民 ・ 議 会 ・ 市 長 に よ る 基 本 理 念 の 共 有 を 謳 い 、 こ の 条 例 を

石 垣市の 自治 の最高 規範 として制定 するこ とを 宣言し ます 。  
 
 

 第１章  総 則   
  

   （ 目 的 ）  
  第１条  こ の 条 例 は、石垣市 にお ける 自治の 基本 理念と 基本 原則を 明らか に

し、市 民の権 利及 び責務 、事業者 等の 権利及 び責 務、市議 会及び 市長 その

他 執 行 機 関 の 責 務 並 び に 市 政 運 営 の 原 則 を 定 め る こ と に よ り 相 互 に 理 解

し合 い、 共に手 を携 えて豊 かな 地域 社会を 築く ことを 目的 とする 。  

 

 
 

【 解  説 】  
         この条 例の 直接の 目的 は、「民主 的で能 率的 な市政 の確 保を図 るこ と」

で あ り、 ま た 、「 個性 豊か で 活 力に 満 ち た 地 域 社 会を 実現 す る こ と 」を 、

さら に高次 の目 的とし てい ます。  
         そして 、こ れらの 目的 を達成する ために必要 なこ ととし て、  
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       ① 普通 地方公 共団 体とし ての 市を運 営す る際 におけ る、前文 に掲げ る基本
的な考 え方 （基本 理念 ）にの っと った具 体的 な進め 方（ 基本 原則）  

       ② 市民 、議会 及び 市長そ の他 執行機 関の それぞ れの権利 や義務  
       ③ 国と は別個 の独 立の団 体と しての 市が 、そ の団体 自身 の手 により 自主 的

かつ自 立的 に市政 を行 うと ともに 、市 民の 意思を 反映 した自 律し た市政

の運営 を推 進す るに あ たっ て、市 民の 参加  

を 促 進 する ため の基本 的事 項を定 めて います 。  
 
 

     （用語 の定 義）  
  第２条  こ の 条 例 にお いて、次 の各号に掲 げる 用語の 意義 は、当該 各号 に定

める とこ ろによ る。  
     ( 1 )  市 民  市 内 に 住 み、 又は 市 内で働 き、 学 び 、 若 しく は活 動 す る 人を

い う。  
     ( 2 )  事 業 者 等  市 内 で 事 業活 動又は 公益 的な活 動を 行う団 体を いう。  
     ( 3 )   市  市 長 を 代表 者と する基 礎自 治体と して の石垣 市を いう。  
     ( 4 )  執 行 機 関  市 長 （ 水 道 事 業 管理者 の権 限 を 行 う 市長 を含 む 。 ） 、消

防長 、教育 委員 会、選 挙管 理委員 会、 監査 委員、農業 委員会 及び 固定

資産 評価審 査委 員会を いう 。  
 ( 5 )  参 画  市 民 が 、施 策の 立案か ら実 施及び評価 に至 るまで の過 程に主  

体 的 に 加わ り、 意思決 定に かかわ るこ とをい う。  
     ( 6 )  協 働  市 民 、 事 業者 及 び 市 がそれ ぞれ の 役 割 と 責任 を担 い な が ら 対

等の 立場で 相互 に協力し補 完する こと をいう。  
     ( 7 )  コ ミ ュ ニ テ ィ  市 民 が 互 い に助け 合い 安 心し て 心豊 かに 暮 ら せ る地

域を より良 くす ること を目 的とし 、自主的 に形成 され た組織 及び 集団

をい う。  

 

  

 
【 解  説 】  

         この条 例に おける 重要 な用語の意 義を定 めて いま す。  
      ( 1 )  「 市 民 」とは 、市 内に 住所 を 有する人や 市内 の事業 所に 勤務し ている

人、市 内の 学校に 通学 してい る人 に加 え 、市内 で市 民活動 （自 治会、

趣味の サーク ル等 ）など さま ざまな 活 動 を行っ てい る個人 とし て定め

ていま す。  
      ( 2 )  「 事 業 者 等 」と は、その 活動の 目的 や分野 、内 容な どに関 係な く、石

垣市内 で活動 する団体 をいう 。                                 
( 3 )  「 市 」と は 、議会を 含め た基礎 的 な 自治体を意 味する もの であり 、住

民 にとっ て最 も身近 な行 政主体のこ とをい う。     
      ( 4 )  「 執 行 機 関 」と は、市 長と 行政委 員会 をいい ます 。  
      ( 5 )  「 参 画 」とは 、暮 らしや すい 地域社 会を つくる ため に、政策立 案等 の

行政プ ロセス に主 体的 に参加 し、 市民 、 事業者 等と 市が共 にま ちづく

りにつ いて 考える とい う積極 的な 意味 を 含んで 使用 される こと の多 い、

いわゆ る「 参画」 とし て、市 政にか かわ り、 行動す るこ とをい いま す  

( 6 )  「 協 働 」と は、まちづ くり を進め るた めには 、市 民、議会 、市 の執行  
機 関 の 三 者の 連携と 協力 が基本とな るとし てい ます。  

          こ の三 者が、 それ ぞれの役割 と責任 の 下 、自主 性を 尊重し 、対 等な立
場で連 携し 、協力 して 、互い の力 を出 し 合うこ とに よって 、市 民が幸

せに暮 らす まち石 垣のま ちづ くりを 進 め ていく こと を「協 働」 として

います。  
( 7 )  「コ ミュニ ティ 」の定 義に ついて は、 様々な 考え 方があ りま す。  
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こ の条例 でい うコミ ュニ ティの定義 は、活動も 含め たコミ ュニ ティで

は なく、「自 主的に 形成 された組織 及び集 団」とし 、第３ ４条（コミ

ュ ニティ 活動 の推進 ）で 、その活動 を盛り 込ん でいま す。    
 

  第２ 章  基 本 理 念・基本原 則   
  

   （基本 理念）  
第 ３条  市 民 及 び 市は、 次に 掲げる こと を自治 の基 本理念 とす る。  
   ( 1 )  身 近 な 地 域の課 題に ついて 、 市 民自ら が主 体的に 取り 組むこ とを 自 治

の起 点とし 、市 民及 び事業 者等 が協働 して まちづ くり を行う こと 。  
   ( 2 )  市 は 、 国 及 び沖 縄 県と 対等 な 立 場で 相 互 協 力の 関係 に 基 づ いた自律的

運営を図り、自治体としての自立を確保すること。  

 

 
      【解  説】  
                     自治を 実現 するための２つの 基本 理念  
 

  住民自 治を 起点と する まちづ くり  自 律的 運営で 自治 体と して自 立  
 

自 治を 実現す るた めの最 も基 本とな る２ つの理 念と して、第 １号で まちづ

くり の基 本理念 を、第２ 号で自 律し た市政 運営の基本 理念 をそ れぞれ 定めて

いま す。  

     地域 におけ る市民 の主 体的 な地域 活動 こそが 自治 の土台 とな るもの で す 。
中で も、身近 な地域 の課題 につ いて 、ま ちの特 性を 踏まえ 、住 む人 だけで  

は な く 地 域 に 関 わ る 様 々 な 人 々 や 事 業 者 等 に 協 働 の 輪 を 広 げ て い く こ と を

第１ の基 本理念とし ます。  
      さら に、市 議会 及び市 長 そ の他 執 行機 関が、 市民 や事業 者等、 ある い は 他
の自治 体や 国・県 等の 関係機 関と 連携 し 、分権 時代 に対 応 した 自主 的 ・自 立

的な市 政運 営の確 立を 図るこ とを 第２ の 基本 理念と しま す 。こ こで 言 う「 自

律的運 営」 は、「 自己 決定・ 自己 責任」 の原 則とし て言 われる もの です。  
     ま た 、 第 １の 基 本 理 念 は 日本 国憲 法 が掲 げ る 「 地 方自 治 の 本 旨 」 の 「 住 民
自治」 の原 則に対 応し 、第２ の基 本理 念 は同じ く「 団体 自 治」 の原 則 に対 応

してい ます。両 者 の関 係は、 「住 民自 治 」が基 本で あり 、 「団 体自 治 」は こ

れを実 現す るため の手 段とし て位 置づけ られ ます。  
 
 



 6

    （ 基本原 則）  
第４ 条 市民及 び市 は、前 条の 基本理 念を 実現す るた め、次 に掲 げる原 則を  

自 治 の 基本原 則と し、そ れぞ れ次に 定め ること を内 容とす るも のとす る。  
    ( 1 )  情 報 共 有の 原 則  市 民 、 事業者 及 び市 が、 相互に 情 報を 提供 し、共 有

する こと 。  
    ( 2 )  参 加 の 原 則  市 民 の 参加 は、責 任 ある 主体 的な 意 思 に基 づく もので あ

るこ と。  
    ( 3 )  協 働 の 原 則  地 域 社 会に 関わる 多 様な 主体 が、 そ れ ぞれ の役 割分担 及

び 対 等 な 協 力 関 係 に 基 づ き 、 共 通の目 的 を 実 現 す る た め に 連 携 し 、 と も

に活 動する こと 。  
    ( 4 )  多 様 性 尊 重の 原 則  年 齢 、 性別 、 国籍 、心 身の 状 況 、社 会的 ・ 経済 的

状況 等の 違いを 認め 、多様 な市民の個 性を 尊重す るこ と。  

 
      【解  説】  
          第 ３ 条 の 基 本 理 念 を 実 現 する た め の 行 動 指 針 と し て ４ つ の 基 本 原 則 を

定 めま す。  
     
        ( 1 )情報 共有の原則  

情 報 共 有 は 参 加 の 前 提 と な る も のです 。 ま た 、 こ こ で 言 う 情 報 と

は 、 市 政 に 関 す る 情 報 に限 ら ず 、 市民 も ま た 情 報 の 提 供 主 体 で あ る

と い う 視 点 も 含 め 、 石 垣市 の 自 治 を確 立 し て い く た め に 必 要 な す べ

て の情 報を市 民と 市の共 有財 産とし て位 置づけ ます 。  
 
          ( 2 )参加の 原則  
                参加は 強制 される もの ではな く。 一 人ひ とり の 市民 の 自発 的な 意

思 が尊 重さ れ るべ き もの で ある とと もに、 それ ぞれが 自らの 意 思 に

責 任を 持つこ とを 原則と しま す。  
 
          ( 3 )協働の 原則  
                地域の 様々 な課題 を解 決して いく た めに 、地 域 社会 に 関わ る多様

な 主体 が協 働 して い くに あ たっ て、 それぞ れの 役 割分 担と対 等 な 協

力 関係 を基 本 とし 主 要目 標 、目 的を 共有し て連 携・活 動して い く こ

と を原 則とし ます。  
                                                     
          ( 4 )多様 性尊重 の原則    

一 人 ひ と り の 人 権 の 尊 重 を 基 本と し 、 多 様 な 市 民 が そ れ ぞ れ の

個 性 や 立 場 の 違 い を 認 め 、 交 流 し 、連 携 し て い く こ と で 、 市 の 多

様 性 を 活 か し た ま ち づ く り を 行 っ てい く こ と を 石 垣 市 独 自 の 原 則

とし て掲げ ます 。  
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  第３ 章  市 民 の 役割   
  

    （ 市民の権利 ）  
 第５ 条  市 民 は 、日 本 国 憲 法 に定 め る基 本 的 人権 を 保 障さ れる と とも に 、個
人とし て尊 重され 、自 治運営 のた めに 、次に 掲げる 権利 を有 する。  

    ( 1 )  地 域 の ま ち づくり を主 体的 に行う 権利  
    ( 2 )  市 政 に 参 加する 権利  
    ( 3 )  前 ２ 号 の 権 利を行 使す るために必 要な 情報を 知る 権利  
    ( 4 )  行 政 サ ー ビ スを受ける 権利  
 ２  前 項 各 号 に規定 する 市民の 権利 は、公 共の 福祉に 反し ない限 り最 大限に

尊重 され 、市民 は、 権利の 行使 に際し ては 不当に 差別 的扱い を受 けない 。  

 
 
     【 解  説 】  
         自治運 営に おい て 市民 に保障され るべき権利 を定め てい ます。  
         「地域 のま ちづく りを 主体的に行 う権利 」と は、市民が 、自 治の 担い手

であ ること を自 覚し、まちづ くり へ主体 的か つ積極 的に 参加す るこ とを促

すた めのも ので あり、「 必要な 情報 を受け る権利 」とは、市か ら提 供され

る情 報を受 け取 るだけ でな く、自 ら積極 的に 市に対 して 市政に 関す る情報  
の提供 を要 求でき 、こ れを取 得で きる権 利を いいま す。  

       「行政 サー ビスを 受け る権 利 」とは 、 市 民は 、 法令 又 は条 例 の定 める と
ころ により 納税 の義務 を負 うとと もに 、行政 サービ スを 受ける 権利 をいい

ます 。  
 
 

   （市民 の責 務）  
第６条  市 民 は 、自 治の 主体で ある こと を自覚 し、互 いに尊 重し 、協力し て、

自治 を推 進する 責務を有 する。  
２  市 民 は 、参加 及び 協働 するに あたり 、自 らの 発言と 行動 に責任 を持 たな

けれ ばな らない 。  
３  市 民は 、自然 環境 の保全 や伝 統文化の継 承等 次の世 代に 配慮し 、持 続可

能な 地域 社会を 築く よう努めな けれ ばなら ない 。  
４  市民は、市政の運営に伴う負担を分かち合わなければならない。  

 

 
 

【 解  説 】  
自治 運営に おい て、市 民に 保障さ れる 権利に 伴う 責務と して 、１項は市 

民が自治の担い手であるという自覚を持たずして自治の推進はありえないという考 

えを基本とし、互いに尊重協力し自治を推進する責務を２項は 自治運 営の 基本原

則に 基づ く参加 や協 働に際 して より効 果を 発揮す るた めの責 任を 、３項は

自 然 環 境 の 保 全 や 伝 統 的 文 化 の 継 承 等 次 世 代 に 配 慮 し た 石 垣 市 の 方 向 性

を 明 確 な も の と す る た め の 努 力 義 務 を ４ 項 は 役 務 の 提 供 に 対 し 負 担 を 分

担す る義 務を 定 めて います。  
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 第４章  事 業 者 等 の役 割   
  

    （ 事業者 等の 権利）  
 第７ 条  事 業 者 等は 、自由 に自 立し た 活動を 営む ととも に、 市民及 び 市 と 相
互に 連携及 び協力 を図 り 、協 働の 担 い手 として まち づ くり に参加 する 権 利

を有 する。  
 ２  事 業 者 等 は、 市政に 関す る情報 を知 る権利 を有 する。   
 ３  前２項に規定する事業者等の権利は、公共の福祉に反しない限り最大限に尊重され、事業者等は、
権利の行使に際しては不当に差別的な扱いを受けない。 

 

 
 
     【 解  説 】  
         事業者 等は 、地 域社 会を構 成す る一員 とし て役割 を担 うこと を明 確にす

ると ともに 、まちづ くり に参加 する 権利を 保障 して います 。こ れは 一般の

企業 にとど まら ず、非 営利 活動団 体な どに も適用 され ます。  
    「 情 報を 知る 権利」 とい うのは 、市民 と同 じく 、市か ら提供 され る 情報

を受 けとる だけ でなく 、自ら 積極 的に市 に対 して市 政に 関する 情報 の提供

を要 求でき 、こ れを取 得で きる権利を いい ます。  
 
 

    （ 事業者 等の 責務）  
 第８ 条  事 業 者 等は 、法令 及び 条例 に 定める 責務 を遵守 する ととも に 、 社 会
的な 責任を 自覚 し、地 域社会 との 調和 を図る よう 努めな けれ ばなら ない 。  

 ２  事 業 者 等は 、事 業活動を行 うに あ たり、 自然 環境 及 び生 活環境 に 配 慮 す
ると ともに 、市民 が安 心 して 住め る まち づくり に寄 与 する よ う努 めな け れ

ばな らない。  
 ３  事 業 者 等は 、市 政の運 営に 伴う負 担を 分かち 合わ なけれ ばな らない 。  

 

 
    【解  説 】  
          第 ６ 条 の 「 市 民 の 責 務 」 と本 条 の 「 事 業 者 の 責 務 」 に つ い て は、 特 に

市 民 と 事 業 者 の 責 任 分 担 と いう 意 味で 、 そ れ ぞ れ が 守 る べ き 責 務 を 規 定

し ていま す。  
          市 内 で 活 動 す る 事 業 者 等 は、 地 域 社 会を 構 成 す る 一 員 と し て 、 法 令 ・

条 例 等 遵 守 の 徹 底 、 環 境 の 保全 な ど、 だ れ も が 安 心 し て 住 め る ま ち づ く

り に貢献 する責務 を定め てい ます。  
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  第５ 章  市 議 会 の役 割   
  

    （ 市議会 の責 務）  
 第９ 条  市 議 会 は、 市の 議 事機 関とし て 、 開かれ た議 会運営 を図 ること に よ
り市民 の意 思を 反映し 、市民 福祉 の増進 に努 めな ければ なら ない。  

 ２  市 議 会 は、 行政 活動が 常に 民主的 で、 効率的 、効 果的に 行わ れてい る か
を調査 、監 視す る とと もに 、 市の 政策 水 準の 向上を 図 り 、市独 自の 施 策を

展開 させる ため 、立法 機能 の強化 に努 めなけ れば ならな い。  
 ３  市 議 会 の会 議は 、討論を基 本とし 、議 決に あ たっ ては意 思決 定の過 程 及
びそ の妥当 性を 市民に 明らか にし なけれ ばな らない。  

 
      【解  説】  
          本 条 は 、 市 民 の 代 表 で 構 成さ れ る 市 議 会 の 基 本 的 な 責 務 を 定 め た も の

で す。  
          議 会 に は 、 地 方 自 治 法 に 定め る と こ ろ に よ り、 市 政 に お け る 重 要 な 意

思 決 定 、 行 政 に 対 す る チ ェ ック 機 能、 立 法 等 の 政 策 の 立 案 、 国 等 に 対 す

る 意 見 表 明 な ど を 行 う 権 限 があ り ます の で、 自 治 を 担 う 上 で 重 要 な 役 割

と してこ れら を条例 上に改め て定め てい ます。  
 
 
 
 

    （ 議員の責務 ）  
 第１ ０条  議 員 は 、 市民の 代表 者と し て、 市民の 信託に こた え、 公 正 、 公 平
かつ 誠実に その 職務を 遂行 するよ う努 めなけ れば ならな い。  

 ２  議 員 は 、市 民の 代表者とし ての 品 位と責 務を 忘れず 、常 に市民 全 体 の福
利を 念頭に おき 行動し なけれ ばな らない。  

 ３  議 員 は 、市 議会 の責務 を遂 行す る ため、常に 自己 の 見識 を高め る た め の
研鑽 を怠ら ず、 調 査・ 審 議能 力及 び 政策 提案能 力の 向 上に 努 めな けれ ば な

らな い。  

 

 
      【解  説】    

議 員は、議会 の権 限が 適切に 行使 される よう地域に おけ る活動 など を

通じ て地域 の課 題や市 民の 意見を 把握 すると とも に、市政 全体の 観点 か

らの 的確な 判断 によっ て、議会 の権能 が十 分に 発揮で きるよ うに する 責

務を 負って いま す。  
          第２ 項で は、議 員 は 、特 定 の地域 や 特 定の 団 体な ど の代 表でな く、 市

民全 体の代 表とし て行 動すべ き旨 を定め てい ます。  
          第 ３項 は 、 議 会 の役 割や 責 務 を 果た す た め専 門研 修等 を 通 じ た 資 質 の

向上に 努め ていく 旨を 定めて いま す。特に、分権 時代 におい て独 自の政

策立 法が求 めら れてお り、こ れに 対応し た自 己研鑽 が不 可欠で す。  
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  第６ 章  市 の 執 行機 関の役 割   
  

    （ 市長の責務 ）  
 第１ １条  市 長 は 、 この条 例を遵守し 、市 民の 信 託に こたえ 、公 正、公 平 か
つ誠実 に職 務の 遂 行に 努め 、 市民 主体の 自治 の実現 を 図 らなけ れば な らな

い。  
 ２  市 長 は 、市 民の 意向を 適正 に判断 し、 市政の 課題 に対処した まちづ く り
を推進 しな けれ ばなら ない 。  

 ３  市 長 は 、市 政の 総合的 かつ 計画的 な将 来像を 示し 、その 実現 に向け 、 全
力を 挙げて 取り 組まな けれ ばなら ない 。  

 ４  市 長 は 、職 員を 指揮監 督す るとと もに 、効率 的、 効果的 な市 政運営 に 努
めな ければ なら ない。  

 
      【解  説】  
           市議 会とと もに、 市民 の代 表 機関 として の市 長 が担 うべ き役 割 や 果た

すべ き責務 を定め てい ます。  
           市民が 市長 に市政 を信 託す る にあ たり、 前提と して 守っ ても ら う 約束

事とし て「しな けれ ばなら ない 」と義 務 規定と して 表現し てい ます。  

 第 １ 項 は 、市 長 が職 務を 遂 行 す る にあ た り、 その 基本 と なる 考 え を 規

定して いま す。第２項 は、市民 の意向 とい うもの を重 要視し て、適正に

判断す るこ とで、直面 する 市政の 課題 や様々 な問 題に対 処し 、ま ちづく

りに取 り組 んで いかな けれ ばなら ない という もの です。第３ 項は、市長

が将来 ビジ ョン や方針 を示す こと により 、市長の 所轄 の下に 各執 行機関

が一体 とな って、市 政の推 進を 図るこ とを 規定し てい ます。第 ４項の「職

員」は、市 長部 局の職 員に 限らず、市長の 統括代 表権 のもと 、他 の執行

機関の 職員 も含 みます 。  
 
 

    （ 執行機 関の 連携及 び協 力）  
 第１ ２条  市 の 各 々 の執行 機関 は、所 掌事 務につ いて 、自ら の判 断及び 責任  
に お い てこ れを公正 、 公平 かつ誠 実に 処理す ると ともに、市 長の 総合的 な  

調 整 の 下、 執行 機関相 互の 連携及 び協 力を図 りな がら、 一体 として 行政  

機 能 を 発揮 しな ければ なら ない。  

 

 
      【解  説】  
          執 行 機 関 は 、 そ れ ぞ れ が 重要 な 役 割 を 担 い 、 各 々 の 判 断 と 責 任 の 下 で

事 務 を 執 行 し ま す 。 ま た 、 首長 に よる 総 合 調 整 の 下 、 行 政 と し て一 体 と

な る こ と に よ っ て 、 よ り 有 効に そ の機 能 を 発揮 し な け れ ば な ら な い こ と

を 定めて いま す。  
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    （ 職員の責務 ）  
 第１ ３条  職 員 は、 地域社 会の 一員 で あるこ とを認識 し 、 自 ら積極 的 に ま ち
づく りの推 進に 努める もの とする。  

２  職 員 は 、 市民 全体 のため に働 く者と して、この 条例 を遵守 し、 公正、公

平か つ誠 実に 職 務の 遂行に 努め なけれ ばな らない。  
 ３ 職 員 は、 常 に 自己 の 見識 を 高 め る ため の研鑽 を怠 ら ず、 職 務の 遂 行 に必
要な 知識、 技能 等の向 上に 努めな けれ ばなら ない 。  

 

 
      【解  説】  
          本 条 の 「 市 民 全 体 の た め に働 く 者 と し て」 は 、 公 務 員 の 服 務 の 根 本 基

準（ 地方 公務 員法第 ３０条 ）の規 定を 踏まえ て明 示した もの です。また、

協 働 の ま ち づ く り の 推 進 を 図る た め、 市 職 員 も 市 民 の 一 員 と し て 位 置 付

け 、 市 職 員 は 職 務 を 遂 行 す るに あ たっ て は 、政 策 形 成 能 力 、 政 策 法 務 能

力 等 の 向 上 を 図 り 、 地 方 分 権の 担 い手 と し て 市 民 の 信 頼 が 得 ら れ る よ う

努 める 責務が あるこ とを定め たもの です 。  
 
 

  第７ 章  市 政 運 営   
  

    （ 総合計 画）  
 第１ ４条  執 行 機 関 は、こ の条 例の 理 念にの っと り、 市 政の 運営を 図 る た め
の総合 的な 計画 （以下 「総合 計画 」とい う。 ）を 定めな けれ ばなら ない 。  

 ２  執 行 機 関は 、総 合計画 の 内 容を 実 現する ため 、適切 な進 行管理 を 行 わ な
けれ ばなら ない 。  

 ３  執 行 機 関は 、総 合計画 が社 会の 変 化に対応で きる よ う常 に検討 を 加 え 、
必要 に応じ て見直 しを 図ら なけれ ばな らない 。  

 

 
      【解  説】  
    総 合 的 で 計 画的 な 市 政の 運営 を 図 る た め の 総 合計 画 は 、 こ の 条 例 の 理

念 に の っ と っ た もの で な け れ ば な らず 、 執 行 機 関 は この 内 容を 実 現す る

ため、 適切 な進行 管理 を行わ なけ ればな らな いとい うも のです。  
          さ ら に 、 社 会 の 急 激 な 変 化等 に 柔 軟 に 対 処 で き る よ う 総 合 計 画 の 見 直

し を 図 り ま す が 、 「 常に 見 直し 」 は 現 実 的 には 不 可 能で す の で 常 に 検 討

は 行って 、必 要に 応じて 見直 す旨を 定 めて いま す。  
 
 

     （健全 な財 政運営）  
  第１５条  執 行 機 関は 、中長期 的な展望に 立ち 、財源の 効率 的かつ 効果 的な

活用 を図 り、健 全な 財政 運営に 努めな けれ ばなら ない 。  
  ２  執 行 機 関は、市 の財産 の保 有状況を明 らか にし、財 産の 適正な 管理 及び

公正 で効 率的な 運用 に努めなけ れば ならな い。  
  ３  財 政 状 況につ いて は、別に 定める条例によ り、市民 に分 かりや すく 公表

する よう 努めな けれ ばなら ない 。  
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【 解  説 】  

         本条は 、財 政運 営に 関 する 基本的 な考 え方を 明示する ととも に、財政 情
報に 係る説 明責 任を明 確化した もので す。  

         第１項 では 、計 画的 な財政 運営 と効率 的か つ効果 的な 行政運 営に よる健
全な 財政を 確立 するこ とが 必要で ある ことを 規定 してい ます 。  

         憲法 第９２ 条に よって 地方 公共団 体の 運営に 関す る事項 は、地方 自治の
本旨 に基づ き法 律で定 める とされ てい るとこ ろの 財政運 営に ついて は、地

方財 政法が 定め られて おり 、地方 財政の 健全 性を確 保す ること を法 律の目

的と してい ます 。  
         第２項 第３ 項の規 定は 、地 方自 治法第 ２ ４３ 条の ３の規 定に より 、条 例

で定 めると ころ により 、予 算執 行状況 、財 産、地方 債、一時借 入金 現在高

そ の 他 財 政 に 関 す る 事 項 を 住 民 に 公 表 し な け れ ば な ら な い こ と と さ れ て

いる ことを 受け たもの です 。  
 な お、本 市で は、石 垣市財 政事 情の作成及び公 表に関 する 条例が 定め ら  
れ 、 条 例 に 基 づい て 各 種 財 政 等 に 関す る 事 項 が 公 表 さ れ る ほ かに 補 助 金

に 関 す る 情 報 など 市 民 に 関 心 の あ る情 報 の 公 表 や 内 容 を 分 か りや す い も

の と し て 公 表 する こ と な ど を 通 じ て財 政 運 営 の 透 明 性 の 確 保 に努 め て い

ます。  
 第 ２項の 財産 の管理（ 市有 財産は市長 、教育 財産は 教育 委員会 、公営 企  
業 運 用 資 産 に つい て は 、 公 営 企 業 管理 者 ） に つ い て は 、 そ れ ぞれ の 担 任

事 務 、 職 務 権 限と 定 め ら れ て お り 、財 産 の 適 正 管 理 及 び 効 率 的運 用 が 必

要であ るこ とを定 めて います。  
 
 

    （ 情報の 公開 及び共 有）  
 第１ ６条  市 は 、 市 民の知 る権 利を 保 障する とと もに、 公正 で透明 な 市 政 の
実現 を図る ため 、市の 保有 する情 報を 積極的 に提供 しな けれ ばなら ない 。  

２ 市民、事業者等及び市は、それぞれが保有する参画と協働のまちづくりに関する情

報の共有に努めなければならない。 

３  前 ２ 項 の規 定 に よる 情報 の公 開 及び 共 有に 関し 必 要 な事 項は 、 別 に 条例

で 定める 。  

 

 
      【解  説】  
    市 政 に 関 す る情 報 に つい ては 、 積 極 的 に 市 民 に提 供 す る こ と に よ り 、

   徹 底 的 な 情 報の共 有に 努める こと にしま す。ただ し、情報 共有 という の  

     は 、市 か ら の一 方的な 情報 提供だ けで はなく、市民 からの 情報 発信が あ  

     っ て こ そ 成り 立つも ので す。  
      な お、 情 報 公開 に 関 し、 よ り詳細 な 規 定 は「 石 垣 市情 報 公 開条 例」 に

委 ねま す。     
 

    （ 個人情 報の 保護）  
 第１ ７条  市 は 、 個 人の権 利利 益が 侵 害され るこ とのな いよ う、保 有 す る 個
人情 報につ いて、 適切 に 保護 し、 そ の開 示等に つい て は、 必 要な 措置 を 講

じな ければ なら ない。  
 ２  前 項 の 規定 によ る個人 情報 の保護 に関 し必要 な事 項は、 別に 定める 。  
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      【解  説】  
          市 は 、 情 報 を積 極 的 に提 供し ま す が 、 個 人 の 権利 利 益 を 保 護 し な け れ

ば な ら な い こ と や 、 収 集 し た個 人 情報に 関 し て は 、 厳 重 に 管 理 し て 原 則

と して 本人以 外に開示し ない 。  
          個 人 情 報 の 保 護 に 関 し て は、 個 人 情 報の 保 護 に 関 す る 法 第 １ １ 条 に よ

り 保有 する個 人情報の適 切 な 取り扱 いが 義務付 けら れてお ります 。  

市 は 、 市 民のプ ライ バシー を守 るため、個 人情報 を適 正に管 理し 、適  

切 な 保 護措 置を講 じる ことを 定め ていま す。  

 な お 、 個 人 情 報の 保 護 に 関 し、 より 詳 細 な 規 定 は 「石 垣 市 個 人 情報 保

護条例 」に 委ねま す。  

 

   （説明 責任）  
 第１ ８条  市 は 、市政 運営 におけ る公 正を確 保し 、透明 性を向 上させ るた め、
政 策及び 計画 の立案 、実施 、評 価及 び見直 しの 各段階 にお いて、そ の内容 を

市 民に分 かり やすく 説明 するよ う努 めな ければ なら ない。  

 

 
【 解  説 】   

「 説 明 責 任 」 と は 、 市 の 様 々 な 施 策 や 事 業 等 に つ い て市 民 に説 明 す る

責 任 を 言 い 、 本条 が 及 ぶ 範 囲 は 広 く、 市 の 仕 事 の 計 画 段 階 か ら財 政 上 の

情報な どま ちづく りの 諸活動 の成 果まで を想 定して いま す。  

 

    （ 行政組 織）  
 第１ ９条  執 行 機 関 は、社 会情 勢に 柔 軟に対 応し 、政策 を着 実に実 現 す る た
め、 簡素で 機能的 かつ 市 民に 分か り やす い組織 の編 成 を図 り 、常 にそ の 見

直しに 努め なけれ ばな らない。  
 ２  執 行 機 関は 、効 率的か つ効 果的に 組織 を運営 しな ければ なら ない。  

 

 
     【 解  説 】  
         自 治体の 組織 は、地 方自治 法第 １３８ 条の ３の規 定に おいて 執行 機関の

組織 は「 系統 的に構 成し なけれ ばな らない 」「 執行 機関相 互の 連絡を 図り 、

すべ て一体 とし て、行政 機能を 発揮 する ように しな ければ なら ない」と規

定さ れてい ます 。本 条は 、こ の規定 をよ り深め 身近 なもの とな るよう 、石

垣市 として の組 織のあ るべ き姿を 表現した もので あり 、「市民 にと って 分

かり やすい 組織 」と いう 視点か ら編 成し、常 にその 組織 の見直 しを 行うよ

う努 めなけ れば ならな いと します。  
       な お 、単 純に組 織の 名称を 分か りやす いも のに変 えれ ばよい とい うもの

では なく、ど のよう な組 織体制 が市 民にと って 有益で 、機能的 に素 早い対

応が 取れる かと いうこ とを 執行機 関は 常に念 頭に 置き、組織の 編成 を考え

てい かなけ れば ならな いこ とを明示し てい ます。  
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    （ 審 議 会 等）  
 第２ ０条  市 長 及 び 他の執 行機 関は 、 市の執 行機 関に設 置す る審議 会 、 審 査
会等 （以下 「審議 会等 」 とい う。 ） の委 員の選 任に あ たっ て は、その 委 員

の全部 又は 一部を 公募 に より 選任 す るよ う努め ると と もに 、 男女 の均 衡 に

配慮 して選 任する よう 努め なけれ ばな らない 。  
 ２  前 項 の 公募 によ る委員 の選 任に あ たっ ては、 公平か つ公 正に選 任 す る よ
う努 めなけ れば ならな い。  

 ３  審 議 会 等の 会議 は、個 人情 報の 保 護、公 正な 審議そ の他 会議の 円 滑 な 運
営に 支障が ある 場合を 除き 、公開 する ものと する 。  

 

       
【 解  説 】  

          市 に は 、 法 令 、 条 例 、 要 綱等 の 規 定 に よ り 、 附 属 機 関 等 （ い わ ゆ る 審
議 会等 ）に、多く の審議 会、委 員会等が置 かれ ていま す。特 に市の 計画 、

施 策 等 の 重 要 な 事 案 の 策 定 や重 要 な制 度 運 営 な ど に 際 し て は 、 市 民 参 加

の 度 合 い を 高 め る た め に 市 民委 員 が含 ま れ る 審 議 会 等 が 置 か れ る こ と が

多 く 見 受 け ら れ ま す 。 従 っ て、 市 民が 市 政 に対 し て参 加 す る 機 会 の 保 障

と し て 、 審 議 会 等 の 所 掌 、 設置 目 的等を 考 慮 の 上 で 審 議 会 等 の 委 員 に 市

民 委 員 が 含 ま れ る も のと す るこ と と、 そ の 選 考 に あ た っ て は 、 一 般 の 公

募 を 原 則 と す る 姿 勢 を 堅 持 し、 市 民参 画 を 拡 充 す る 重 要 な 方 法 の 一 つ と

し て 位 置 付 け る こ と とし ま す。 ま た、 公 募 委員 比 率 や 男 女 委 員 比 率を 考

慮 し て 委 員 の 選 任 を し な け れば な りま せ ん が、 一 方 で は 法 令 に よ り 委 員

構 成 が 定 め ら れ て い る 場 合 、医 療 など専 門 性 が 高 い 場 合 や 公 募 に 適 さ な

い 場 合 も あ り ま す 。 本 条 で は、 公 募委 員 比 率の 具 体 的 な 数 値 に つ い て 明

記 し て い ま せ ん が 、 附 属 委 機関 等 の目 的 、 役 割 等 社 会 の 状 況 に 即 し た 構

成 にす る必要 があ ります。  
 
 

     （行政 手続）  
 第２ １条  執 行 機 関は、 行 政運 営にお ける 公正の 確保 と透明 性（ 行政上 の意  
思 決 定 に ついて 、そ の内容 及び 過程が市民 にと って明 らか である こと をい  

う 。 ） の 向上を 図り 、市民 の権 利利益 の保 護に努 めな ければ なら ない。  
 ２  前 項 の 手続 につ いて必 要な 事項は 、別 に定め る。  

 

 
【 解  説 】  

         行政 手続（申請 に対 する処 分、不利 益処 分、行政指 導、届出 ）に 関する
ルー ルをあ らか じめ市 民に 明らか にす ること は、情 報公 開制度 や個 人情報

保護 制度と 同様 、行 政の 透明性 を図 る上で 大切 な考え 方です 。なお、行政

手続 きに関 し、 より詳細な 規定 は「石 垣市行 政手 続条例 」に 委ねま す。  
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    （ 意見公 募手 続）  
 第２ ２条  執 行 機 関 は、市 政に おける 意思 決定過 程へ の市民 の参 画の 場を確  
保するため、意思決定前に市民の意見を求める手続（以下「パブ リッ クコメ  

ン ト 」 という 。） を実施する ものと する 。  
 ２  執 行 機 関は 、パ ブリッ クコ メント によ り提出 され た市民 の意 見を十 分に  
考 慮 し て 意思決 定を 行わな けれ ばなら ない 。  

３ 意見公募手続に関して必要な事項は、別に定める。 

    
【 解  説 】  

          パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト と は 、市 が 条 例 や 計 画 な ど 、 市 の 基 本 的 な 施 策 な
ど を 定 め る と き に 、 事 前 に その 原 案を 広 く 市 民 の 皆 さ ん に 公 表 し 、 市 民

誰 も が 意 見 を 述 べ る こ と が でき る 機会を 設 け 、 多 様 な 意 見 を 市 の 意 思 決

定 や政策 形成 に反映して いく もので す。  
     な お 、意 見公募 の手 続きに 関し 、より詳 細な 規定は「 石垣 市パブ リッ ク

コメ ント実 施要 綱」に 委ね ます。  
 

    （ 市民か らの 意見、 要望 、苦情 等へ の対応 ）  
 第２ ３条  執 行 機 関 は、市 政に 関す る 市民の 意見 、要望 、苦 情等に 誠 実 、 迅
速かつ 的確 に対応 する と とも に、 そ の結 果につ いて 速 やか に 市民 に応 答 し

なけ ればな らな い。  
 ２  執 行 機 関は 、市 民から 苦情 とし て 寄せら れた 事案に つい て、そ の 原 因 を
追求 し、再 発防止 、未 然防止 等の 適正 な対応 に努 めなけ れば ならな い。  

 ３  執 行 機 関は 、毎 年度、 市民 の意 見 、要望 、苦 情等へ の対 応状況 に つ い て
年次 報告を 取りま とめ 、これ を公 表す るよう 努め なけれ ばな らない 。  

 

 
【 解  説 】  

          市 民 か ら 寄 せ ら れ た 意 見 、要 望 、 苦 情 等 に つ い て 的 確な 対 応 を 図 り 、
サ ービス や施 策の 改善に つなげ る取 組は 、民間企 業では 以前 から 重視し 、

商 品 の 改 良 な ど に 結 び つ け てき ま した。 行 政 に お い て も 市 民 満 足 度 の 向

上 を 図 り 、 市 民 と の 信 頼 関 係を 強 化す る う え で 、 そ の 取 組 は ま す ま す 重

要 にな ってい ると 考え、 この 規定を 定めて いま す。  
  

    （ 行政評 価）  
 第２ ４条  執 行 機 関 は、効 率的 かつ 効 果的な 市政 運営を 推進 するた め 、 行 政
評価 を実施 し、そ の結 果 を政 策の 決 定、 予算編 成及 び 総合 計 画の 進行 管 理

に反映 させ るとと もに 、 市民 に分 か りや すく公 表す る よう 努 めな けれ ば な

らな い。  
 ２  執 行 機 関は 、前 項の行 政評 価の 結 果に対する 市民 の 意見 を踏ま え 、 必 要
な見直 しを 図るよ う努 めな ければ なら ない。  

 

 
【 解  説 】  

          行 政 評 価 は 、 自 治 の 主 体とし て の 市 民 が 市 の 行 政 運 営を 理 解 す る 上 で
重 要なも ので す。  

各 施 策 に どのよ うな 成果が あっ たのか を市 民 に知 らせ ること で市 民が  

主 体 的 に 市 政に参 画す ること を促 進する もの です。  

ま た こ の 条では 、市 民が実 質的 に行政 を評 価する こと ができ るよ う、  

評 価 制 度 の 透 明性 を 確 保 す る た め 、結 果 を 公 表 し 、 施 策 等 へ 反映 す る こ
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とが必 要で あるこ とを 定めて いま す。  
 
 

  第８ 章  参 画 及 び協 働   
  

    （ 参画及 び協 働の推 進）  
 第２ ５条  市 は 、 総 合計画 及び 個別 行 政分野の基 本計 画 の策 定を行 う に あ た
って は、市 民及び 事業 者 等が 参画 で きる よう、 その 機 会の 拡 充に 努め る も

のと する。  
 ２  市 民 、 事業 者等 及び市 は、 協働 の まちづ くり を推 進 する ため、 互 い の 特
性を 発揮し ながら 課題 解決 に取り 組むも のと する 。  

 

 
【 解  説 】  

          市 民 、 議 会 、 執 行 機 関 が 共に 担 っ て い く 、 石 垣 市 の 自 治 運 営 の 基 本 原
則 の一 つとし ての 「参画 」と 「協働 」につ いて 定めて いま す。  

         「参画 」と は、市 民の 参加の下で 市政を 進め ていく こと です。  
          市 民は 市 政 の 各 過程 に参 加 す る 権利を 有 しま すの で、 市 は 、 参 加 の 原

則 を確 かなも のと するた めに 制度保 障を 行うこ とが 必要で あり 、市民は 、

市 民の 責務規 定にお いて 参加 に際し て「自 らの発 言と 行動に 責任 を持つ 」

こ とを 踏まえ て市政 に主 体的 にかか わる必要が あり ます。  
         「協働 」と は、市民と 市が 協力 し、互 いの 特性を 発揮 しなが ら課 題解 決

に あ た っ た 方 が 、 一 方 の み が課 題 解決に 取 り 組 む よ り も 、 よ り 大 き な 効

果 を期待 でき る場合 に協 働す るとの 原則 です。  
 
          ※ 参 画 協 働 は 、 い ず れ も 市民 の 自 発 的な 発 意 と 自 由 な 意 見 に 基 づ く も

ので すか ら、参画 又は協 働し ない市 民に 対して 参加 しな かった こと 等

をも って ペナル ティ を科す など の特別 な不 利益を 与え ないよ う、市 は

配慮 する ことが 必要 となり ます 。  
 
 

     （住民 投票）  
 第２ ６条  市 長 は 、市政 に係 る重要 事項 につ いて市 民の 意思を 確認 するた め、 
そ の 案 件ご とに 定めら れる 条例に より 住民投 票を 実施す るこ とがで きる 。  

 ２  市 民 、 市議 会及 び市長 は、 住民投 票の結果を 尊重 しなけ れば ならな い。  

 

 
【 解  説 】  

         市の 将来を 大き く左右 する よう な重要な事 項につ いて 、直接 市民 の意  
思 を 把 握す るため に行 う住民 投票につい て定 めたも ので す。  

         住民 投票は 、対 象とな る事 項につ いて住民 との十 分な 情報の 共有 がな  
さ れ て い る か 、 また 、 実 施 に 要す る経 費 の 問 題 な ど 、様 々 な 観 点 から 検

討 を 加 え る 必 要 があ る こ と か ら、 個別 の 条 例 の 制 定 によ り 実 施 す ると し

て い ま す 。 実 際 に住 民 投 票 を 実施 する 場 合 は 、 そ の 事案 ご と に 「 ○○ の

住 民 投 票 に 関 す る条 例 」 を 制 定し 、投 票 の 実 施 に か かる 必 要 事 項 （住 民

投 票 に 参 加 で き る者 の 資 格 、 投票 方法 や 成 立 要 件 な ど） を 定 め る こと と

してい ます。  
住民 投票の 結果 は、法 的拘束 力は ないと され ていま すが、市民 、議会 、  

市 長 は 住民 投票の 結果 を尊重 する ことを 掲げ ていま す。  
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    （ 住民投 票の 請求及 び発 議）  
 第２ ７条  市 民 の う ち本市 にお いて選 挙権 を有す る者 は、市 政に 係る重 要事  
項 に つ いて 、そ の総数 の４ 分の１ 以上 の者の 連署 をもっ て、 その代 表者 か  

ら 市 長 に対 して 住民投 票の 実施を請求 する ことが でき る。  
 ２  議 員 は 、法 令の 定める とこ ろに よ り、議員定 数の １ ２分 の１以 上 の 者 の
賛 成を得 て、住民 投票 を規定 した 条例 を市議 会に 提出す ること で住 民投票 を

発 議する こと ができ る。  
 ３  市 長 は 、必 要に 応じ、 住民 投票 を 規定した条 例を 市 議会 に提出 す る こ と
で 住民投 票を 発議す るこ とがで きる。  

 ４  市 長 は 、第 １項 の規定 によ る請 求 があ ったと きは、 所定 の手続 を 経 て 、
住 民投票 を実 施しな けれ ばなら ない。  

 

 
 
    【解  説】  
         住 民投票 に関 する住 民か らの請 求手 続き 、議員 及び市 長の 発議に つい て

定め たもの です 。  
         第 １項は 、本市 に選 挙権 のある 者（有 権者）が、地方自 治法 第７４ 条（ 住

民の 条例制 定改 廃請求 権）に基 づく もの の１つ として 、「○○ の住 民投票

条例 」の制 定に ついて 請求 できる こと を定め てい ます。  
         市 民はそ の代 表者が 市か ら認定 を受 け、１ か月以 内に 市内 の有権 者の ４

分の １の連 署を 集め、市長 に提 出しま す。  
         請 求を 受けた 市長 は、先ず 選挙 管理委 員会によ り連署 内容 の有効 無効 の

審査 を経て 、有効の 場合 、議 会に付 議す るとと もに 、付 議する に あ たって

意見 を付す るこ とがで きま す。  
         第 ２項は 、地方自 治法 第１１ ２条 に基づ く、市議 会議 員の 議案提 出権 に

つい て述べ たも ので、市 議会議 員自 らに よる、住民 投票 条例の 市議 会への

提出 を定め てい ます。  
         第 ３ 項 は 、 市長 自ら が 、 市 民生 活 に関 わる 極 め て重 要な 事 案 に つい て 、

必要 である と判 断した 場合 の、住 民投票 条例 の議会 への 提出を 定め ていま

す。  

    第 ４ 項 は 、第１ 項の規 定に よる市 民か らの請 求を 拒むこ とが できず 、そ

の 請 求 が あ っ た 場合 は 、 所 定の 手 続き を 経 て 、 住 民 投票 を 実 施 し なけ れ

ばなら ない ことを 定め ていま す。   
 
 

  第９ 章  安 心 、 安全 なまち づく り   
  

    （ 保健、 医療 及び福 祉の 充実）  
 第２ ８条  市 は 、 市 民が健 康で 安心し て生 活でき る健 康長寿 社会 の  実現を  
目 指 し 、 保健、 医療 及び福 祉の 充実に努め なけれ ばな らない 。  

２  市 民 は 、 自 ら の健 康 状態 を 自 覚 し、 一 人 ひと り が健 康 的 な 生活 を 営 むた

め 、健 康づく りに 努める もの とする 。  

 
【 解  説 】   

少 子 ・ 高 齢 化 に あ っ て 、 子 ど も を 安 心 し て 生 み 育 て るこ と が で き、 老

い も 若 き も 、 障が い を 持 つ 者 も 持 たな い 者 も す べ て の 市 民 が 健康 的 な 生

活 を 享 受 し 、 安心 し て 暮 ら せ る 「 健康 都 市 い し が き 」 づ く り を進 め る 必
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要 が あ り ま す 。そ の う え で 、 生 き がい と や す ら ぎ の あ る 生 活 がで き る 健

康 長 寿 社 会 の 実現 を め ざ し 、 保 健 、医 療 及 び 福 祉 の 充 実 に 努 める こ と と

してい ます 。  
          ま た 、 一 人 ひ と り が 自 分 の健 康 課 題 に 気 づ き 、 生 活 習 慣 改 善 に 取 り 組

む など 健康づ くりに努め る こと を定 めて います 。  
 
 

   （地産 地消の推進 ）  
第 ２ ９ 条  市 は 、 地 域 の 資 源 を 生 かし た安 心 か つ 安 全 な 生 産物 の 地 産 地 消

の 推 進 を 図 る た め 、市 民 、 生 産 者 及 び 関 係 機 関 と 連 携し 、 地 産 地消 の 推

進に 関す る必要 な施 策を講 ずる ものと する 。  

２  生 産 者 は、 農 水 産物が 市民 の健康 を支 えると いう自覚と 責任 を持っ て、

安心 安全な農 水 産物 を生産 する よう努 める ものと する 。  

３  市 民 は 、 地元 の 安 心 安 全で 新 鮮な 農 水 産 物 を 積 極 的 に 利用 す る よ う 努

める もの とする 。  

  
【 解  説 】  

          安 心 ・ 安 全 な 食 生 活 の 実 践の た め 、 本 市 で 生 産 さ れ た も の を 積 極 的 に
地域に おい て消費 する とと もに、学校 、保 育所等 にお いても 利用 の促進

に努め ます。  
そ のため に、農協 、漁協 等を はじめ 関係 機関 等と連 携を 図って いく 必

要が ありま す。  
 
 

    （ 防犯及 び交 通安全 の推 進）  
 第３ ０条  市 は、市民 が安全 で、安心して 暮ら せるま ちづ くりを 目指 し、学
校、地域、家庭 及 び事 業者等 並び に 関係 機関 と連携 し、環 境を整 備す ると

とも に、防 犯活動 と交 通安全 の推 進に 努めな けれ ばなら ない 。  
 ２  防 犯 及 び交 通安 全の推 進に 関して 必要 な事項 は、 別に定 める 。  

 
【 解  説 】  

          市 は 、 子 ど も か ら お 年 寄 り、 障 が い を持 つ 方 な ど 全 て の 市 民 が 、 安 全
で 、 安 心 し て 暮 ら せ る ま ち づく り のた め 、 学 校 、 地 域 、 警 察 等 と 連 携し

て 、 犯 罪 の 温 床 と な ら な い よう な 地域 環 境の 整 備 と 防 犯 活 動 や 交 通 安 全

の 推進 に努め る。  
          ま た 、 防 犯 と 交 通 安 全 の 推進 に 関 し 、 よ り 詳 細 な 規 定 は 「 石 垣 市 交 通

安 全条例 」及 び「 石垣市 安全 で住み よいま ちづ くり条例 」 に委 ねます。  
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   （危機 管理 と災害 予防 ）  
 第３ １条  市 は、緊 急時 に備え 、市 民の身 体、 生命 及び財 産の安 全確 保及び  
そ の 向 上に 努め るとと もに 、総 合的 かつ機 動的 な危機 管理 の体制 を強 化す  

る た め 、市民、事業 者等、関係 機関との協 力、連携及び相 互支援 を図 らな  

け れ ば なら ない 。  
 ２  市 民 は 、大 規模災 害等 の発生 時に 自らの 安全 確保を 図る ととも に、近 隣
同 士 で 助 け 合 え る よ う に 日 常 的 な 交 流を 通 じ て 相 互 の 信 頼 関 係 を 築 く こ

とに 努める もの とする。  
 ３  市 民 、事業者 等及 び市は 、災害を予防 する ため、防 災のま ちづ くりを 推
進しな けれ ばなら ない。  

 
 

【 解  説 】  
          市 民 の 身 体 ・ 生 命 等 の 安 全性 の 確 保 は 、 行 政 の 基 本 的 か つ 重 要 な 役 割

で あ る こ と を自 治 基 本 条 例 に 定 め るこ と に よ っ て明 ら かに す ると と も に 、

市 民 、 事 業 者 等 、 行 政 が そ れぞ れ の役 割 を 担 い 連 携 を 図 り な が ら 、 危 機

管 理体制 の強 化を 図るこ とを 定めて いま す。  
          ま た 、 い ざ 災 害 が 起 こ っ た場 合 に 何 よ り も 大 切 な の は 、 身 近 な 地 域 の

中 で 市 民 相 互 が 助 け 合 う こ とで す 。阪 神 淡 路 大 震 災 や 新 潟 中 越 大 震 災 に

お い て も 、 地 域 住 民 相互 の 自助 ・ 互助 力 が 、 災 害 時 だ け で な く 、 震 災 後

の 復旧 面でも 大きな 役割 を果 たすこ とが改めて 認識 されま した 。  
そ の よ う な 観 点 か ら 、 市 民 自 ら 災 害に 備 え る と と も に、 近 隣 同 士 で 助

け 合 え る よ う 、日 頃 か ら 相 互 の 信 頼関 係 を 築 い て い け る よ う 努め る こ と

を定め てい ます。  
 
 

  第１ ０章  自 然 環 境 の保全 と再 生及び 風景 づくり   
  

    （ 自然環 境の 保全と 再生 及び風 景の 創出）  
 第３ ２条  市 民 、 事 業者等 及び 市は、 相互 に協力 して世界に 誇れ るかけ が え
のな い財産 であ る 自然 環境 を 保全し、 又 は再 生する と と もに 島 の特 性 を活

かし た個性 豊か で潤い ある 風 景を 創出 し 、次 の世代 へ 継承 する よう 努 めな

けれ ばなら ない 。  
 ２  自 然 環 境と 風景 の保全 に関 して必 要な 事項は 、別 に定め る。  

 
【 解  説 】  

        石 垣島の 自然 は、世界 に誇れるか けがえ のな い財 産であ り、先人 から 受
け継 いだ優 れた 自然環 境と 風景を 、市民、事 業者等 及び 市が相 互に 協力し

なが らこれ らを 保全し 、又は再 生す るとと もに 、風 景を創 出し 、次 の世代

へ継 承して いく ことを定め てい ます。  
         自 然環境 と風 景の保 全に 関し具体的 なこ とにつ いて は、「 石垣市 自然 環

境保 全条例 」及 び「 石垣 市風景 づく り条例 」並 びに「石 垣市風 景計 画」に

委ね ます。  
 

  第１ １章  文 化 の 継 承、発 展及 び創造   
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    （ 文化の 継承 、発展 及び 創造）  
 第３ ３条  市 民 及 び 市は、 市民 共有 の 財産で ある 郷土の 歴史 を尊重 し 、 そ の
中で 培われ た伝統 文化 の保存 、継 承、発展及 び創 造に努 める ものと する 。  

 ２  市 は 、 伝統 文化 の継承 及び 発展 を 担う人材の 育成 の 重要 性にか ん が み 、
伝統 文化の 継承 者等の 養成 に配慮 し、 担い手 の育成 に努 める ものと する 。  

 ３  市 は 、 伝統 的な 文化を はじ めと す る多様な文 化の 継 承、 発展 及び 創 造 を
図るた め、 市民一 人ひ と りが 、身 近 に郷 土の歴 史、 伝 統文 化 に触 れ、 親 し

むこ とがで きる機 会の 拡 充を 図り 、 文化 活動の 推進 に 関わ る 環境 の整 備 に

努める もの とする。  

 

 
【 解  説 】     

私 た ち の 先 人 は 、 こ の 天 恵 の 自 然 風 土と こ の 立 地 の なか で 多 彩 で 独 自

の 文 化 を生 み 、 育 み 、 発 展 さ せ て きま し た。 こ の 優 れ た 独 自 性を 有 す る

伝 統 文 化 は 、 私た ち の 誇 り で あ り 、か け が え の な い 財 産 で す 。市 民 及 び

市 は 、 こ の よ うな 伝 統 文 化 を 保 存 し次 世 代 へ 継 承 す る よ う 努 める も の と

します。  
第 ２ 項 は 、 伝 統 文 化 を 継 承 ・ 発 展 さ せ て い く た め 、 後継 者 の 養 成 等 担

い手の 育成 に努め るも のとし ます。  
第 ３ 項 は 、 様 々 な 伝 統 文 化 を 継 承 し発 展 さ せ 、 さ ら には 新 し い 文 化 を

創 造 し て い く ため 、 市 民 が 身 近 に 文化 に 触 れ 、 親 し む 機 会 の 拡充 や 環 境

の整備 に努 めるも のと します。  
  

   第１２ 章  コ ミ ュ ニテ ィ活動 の推 進   
  

    （ コミュ ニテ ィ活動 の推 進）  
 第３ ４条  市 民 は 、 安心し て心 豊か に 暮らす こと のでき る地 域社会 を 実 現 す
る ため、自主的 な意 思に基 づき まちづ くり に取り 組 む ととも に、自 治公民 館

活 動等の 自主 的な地 域に おける 活動 （以下「コ ミュ ニティ 活動 」とい う。 ）

に 参 加 し 、 お互 い に助 け合 い 、 地 域の 課題を共有し、解決に向けて自ら行動

するよう努めるものとする。  
 ２  市 は 、 コミ ュニ ティ活 動を 尊重し、必要な支援を行うものとする。  

 

 
 

【 解  説 】  
          地 域 の 住 民 自治 は 市 民自 治の 原 点 で あ り 、 そ の住 民 自 治 は 民 主 的 で す

べ て の 人 に 開 か れ た も の で ある と いう考 え か ら 、 市 民 は 、 安 心 し て 暮 ら

す こ と の で き る 地 域 社 会 を 実現 す るた め 、 自 分 の 意 思 で ま ち づ く り に 取

り 組 み 、 自 治 公 民 館 活 動 等 に積 極 的に 参 加 する と と も に、 地 域 の 住 民 同

士 が そ れ ぞ れ 助 け 合 い な が ら、 地 域の 課 題 解 決 に 向 け て 自 ら 行 動 し て い

く いよう 努め ること を定 めて います。  
          こ の 市 民 の 自 主 的 な 地 域 にお け る 活 動を コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 と い い ま す 。 
          市 は 、 市 民 の 自 主 的 な コ ミュ ニ テ ィ 活 動 に 対 し 、 必 要 な 支 援 を 行 う こ

と を定 めてい ます 。  
          必 要 な 支 援 と は 、 講 演 会 の開 催 及 び 地 域 活 動 に 必 要 な 情 報 の 提 供な ど

を 指して いま す。  
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   第１３章  平 和 活 動の 推進   

 
 

    （ 平和活 動の 推進）  
 第３ ５条  市は 、平和な 国際 社会を実現 する ため、市 民、事業 者等 と協働し、
平和 活動の 推進 に努め るも のとす る。  

 ２  市 、 学 校、 地域 及び家 庭並 びに 関 係機関は、 平和 に 対す る意識 の 向 上 を
図るた め、 連携し て平 和 に関 する 学 習と 活動の 機会 の 提供 に 努め るも の と

する 。  

 

 
 
【 解  説 】  

          平 和 な 社 会 を 実 現 す る と とも に 、 市 民 生 活 ・ 文 化 ・ 伝 統 を 守 り 、 発 展
さ せ て い く こ と は 去 る 大 戦 で多 く の人 命 を 失 っ た 市 民 の 願 い で あ り 、 本

市 で は 、 昭 和 ５ ９ 年 に 非 核 平和 都 市宣 言 、 平 成 １ １ 年 に 平 和 港 湾 宣 言 を

し ま し た 。 ま た 、 毎 年 ６ 月 ２３ 日 の「 慰 霊 の日 」 で の 取 組 や 昭 和 ６ ３ 年

に 設 置 さ れ た世 界 平 和 の 鐘 の 鐘 打 を行 う こ と で 世界 平 和を 願 う取 組 な ど 、

様 々 な 形 で 平 和 推 進 事業 を 展開 し 、平 和 の 大 切 さ を 広 く 発 信 し て い る と

こ ろであ りま す。  

市 は 、 今 後 も 、 市 民 、 事 業 者 等 市 民 参 画 型 の 平 和 活 動を 推 推 進 し て い

くため 、戦 跡め ぐりに よる 追体験 や中 高生を 対象 とした 平和 の作文 募集 、

長 崎 平 和 大 使 派遣 な ど 、 あ ら ゆ る 場面 で 市 民 、 事 業 者 等 の 平 和に 対 す る

意 識 向 上 を 図 ると と も に 、 恒 久 平 和の 大 切 さ を 訴 え な が ら 、 平和 活 動 の

推進に 努め るもの とし ます。  
          ま た、市 は、 学校、 地域、家庭 等と 連携し 、世 界平和 を願 う心を 大切  

に 守 り 育 て る ため に 、 学 習 や 活 動 の機 会 の 場 を 設 け る よ う 努 める 事 を 定

めてい ます 。  
 
 

  第１ ４章  交 流 及び 連携   
  

    （ 国及び 他の 地方公 共団 体との 交流 及び連 携 ）  
 第３ ６条  市 は 、 共 通する 課題 を解 決 する ため、 国、県 及び 他の市 町 村 と 相
互に 連携を 図りな がら 、協力 する よう努める もの とする 。  

２  市 は 、 親善都 市、 友好都 市及 びゆかりの まち との交 流に ついて 、そ の良

好な 関係 維持に 努め るとと もに 、互 いの発 展に 資する ため 、協力 連携 に努

める もの とする 。  

 

 
【 解  説 】  

          国 や 他 の 自 治 体 と も 情 報 の共 有 を 図 り 、医 療 や 福 祉 、 教 育 、 環 境 等 の
様 々 な 分 野 で 共 通 に 抱 え て いる 課 題に つ い て は 、 お 互 い に 自 主 性 を 持 ち

な が ら 総 合 的 視 点 に 立 っ て 連携 を 図り 、 解 決 に 向 け て 取 り 組 む よ う 努 め

る ものと しま す。  
         第２項では、近 隣 自 治 体 だ けで な く、 親 善 都 市 、 友 好 都市 及びゆ か り の

ま ちとの 交流 につ いて、そ の良好 な関係維 持に努 める ことと して います 。 
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    （ 国際社 会と の交流 及び 連携）  
 第３ ７条  市 は 、 ま ちづく りに おい て 国際 社会と の関 係 が重 要で あ る こ と を
認識 し、海 外の姉 妹都 市 の交 流に 加 え、 各種分 野に お ける 国 際社 会と の 交

流及 び連携 に努 めるも のと する。  

 

 
【 解  説 】  

          国 境都市 の本 市では 、国 内外を 問わ ず、多 くの 人びと が訪 れます 。   
広 く ア ジ ア・太 平洋 地域に 開か れた地 理的 優位性 を活 かしな がら 、国  

際 社 会 との 交流連 携に 努めて いく ことを 定め ていま す。  
 

   第１５章  条 例 の 位置 付け等   
 

    （ 条例の 位置 付け）  
 第３ ８条  こ の 条 例 は、市 政運 営の 最 高規範 であ り、他 の条 例等の 制 定 又 は
改廃 にあた っては 、こ の 条例 の趣 旨 を尊 重し、 整合 性 を確 保 しな けれ ば な

らな い。  
 ２  市 民 、 事業 者等 及び市は 、 この 条 例を尊 重し 、本市 の自 治の推 進 に 努 め
るも のとす る。  

 

 
【 解  説 】  

          他 の 条 例 、 規 則 等 の 制 定 改廃 、 解 釈 及 び 運 用 に あ たっ て は 、 こ の 条 例
に 定 め る 事 項 を 最 大 限 尊 重 する 等 、こ の 条 例 が 、 本 市 の 自 治 に お け る 最

高 規範性 を持 つこ とを定 めて います 。  
         法 体 系 上 は 、 個 々 の 条 例 にそ の 優 劣 は あ り ま せ ん が 、こ の 条 例 の理 念

に 基 づ い た 計 画 、 施 策 等 の 制定 改 廃か ら 運 用 解 釈 ま で に つ い て 、 本 条 例

と の 整 合 性 を 図 る こ と を 義 務づ け るこ と で実 態 と し て 運 用 上 の 最 高 位 に

位 置する 条例 とし たもの です。  
 
 

     （条例 の見 直し ）  
 第３ ９条  市 は 、 ５ 年を超 えな い期間 ごと に、こ の条 例が社 会情 勢など の変  
化 に 適 合 したも のか どうか を検 討し、市民 の意見 を踏 まえて 、こ の条例 の  

見 直 し を 行い、 将来 にわた りこ の条例 を充 実発展 させ るもの とす る。  

２  前 項 に 規定す る条 例の 見直し に あた って は、審議会 を設 置し、諮問 しな  

け れ ば な らない 。   

 

 
【 解  説 】  

          時 代 経 過 に よる条 例 の 形 骸化 を 防 止 す る た め 、社 会 情 勢に 適 合 し て い
る か ど う か 、 形 だ け の も の にな っ てい な い か、 市 民 の 意 見 を 踏 ま え て 定

期 的 に 条 例 の 見 直 し が行 わ れ、 育 てら れ る 条例 で あ る こ と を明 ら か に し

て います 。   
     なお、条例の見直しにあたっては、審議会を設置し、諮問することと定めていま

す。  


